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Ｆ
・
Ｗ
は
相
常
頑
張

け
得
る
力
が
十
中
八
・

‐１

厄
陣
自

仙
Ｊ
４

●

～
ｊ
ｌりCﾉ

快

r-l
ぺ

l

li’

參
タジ

九
あ
る
も
の
と
・
聚
信
し
た

に

於て
は

鼓

フ
ラ
イ
ン

債
辿

グ

ノ｀ゝ

躯
瓦
大
、
勇
敢
な
丑
年
菊

Ｉ
フ

｀S

試
介
馴
れ
の
あ
る

な
五
年
前
村
君
の
ス
ク
ラ

長
躯
精
巧
な
菅
野
君
の
ス
タ
ン

て
建
絡
を
以
つ
て
居
る
。

一
ｔ
Ｉ

●

Ｉ
Ｉ
Ｉ

に
於
て
は
、

昨
年
来
の

燃
手
゛;゛7，

　1.

ムド

｀1

ノフ

Ｉ
フに

於

あ
・
つ
て
短

距
匯
廻
手
に
し
て
其
の
駿
足
を
利
川
す
る

ん

ウ
イ
ン
ダ

セ
ン
タ

ン

グ

－・

-

１

Ｉ
Ｉ

よ
つ

て
居
る
。

F

●
Ｉ
ｊ
ｌ

SW

－ミ

１

　｀●

リ

Ｊ

!
!
｡
‘
‐
r
‐

・
一
‐
Ｊ
４
日

緻
に
富
む
丑
年
相
田
君
の
ド
・

茸
大
の
頑
張
な
四
年
太
田
君
の
ウ

ヴ　ｋ

バ

‐
ｒ
ｌ

又
・

タ
ー
ー

イ

ツ
ク
ラ
イ
ン
を
堅
囚
』
な
ら
し
め

於
て
は
、
新
入

の
キ
ッ
ク
の
妙
技
機
敏

な
四
年
蒲
田
君
に
よ
っ
て
第
ツ
程
の
者
に
安
心
を

奥
゛｀４

て
一
一
皿
言
－

’
‐

り

り

る
ｏ

斯
く
し
て
威
風

期
早
々

ひ

・

Ｍ

ｌ

岩
手
公
園
グ

々
た
る
我
が
闘
士
等
は

ラ
ン
ド
に
於
て

る
日
ｔ
唯
数
々
と
血
の
に
ぢ
み

リ
Ｕ

ｎ
｀

新

る
Ｈ
ｔ
‘

出
る
禄
・
な

學
Ｘ

？

ゐ

'Ｊ

採
捕
刳

を
垂
れ
て
来
た
。

岩
旱
軽
専
對
岩
中
盛
巾
涅
合
軍

四
月
二
十
七
日
　
（
於
上
田
ゲ
ラ
ン

讐
専
キ
ッ
ク
オ
フ
で
開
始
、

ド

心

ろ
み
多
く
苦
戦
を
な
す
混
合
掌
は

た
く
Ｆ
・

・
艮
き

プ

Ａ
４
ｌ

ラ
ン
ド
は
ぬ
か

仝
飴
ま
と
ま
り

に
ボ
ー
ル
渡
り
し
事
な
く
涅
に
閃
専

レ
ー
を
示
し
4
8
對
０

で

岩
手
軽
専
對
岩
巾
戦

五

月

一
一
日

/‘へ

於
　
４
Ｓ

－
―

田
グ
ラ
ン

混
合
軍
政

ド

心

▲
前
牛
　
愕
専
キ
ッ
ク
オ
フ
十
八
分
岩

れ１．
ｑ

る
ｏ

Ｉ
一
一

。
。
1
1
．
Ｉ

じ
Ｉ

←ミ皿

一一-

十
五
ヤ
ー
ド
澄
の
ル
ー
ズ
の
球
を
娶
専
拾
ひ
右
に

Ｆ
・
Ｂ
パ
ス
、
右
圖
に
飛
び
込
ん
で
ト
ラ
イ
（
讐
専

３!t！

０

岩

中

心ﾉ

繰

ブ
ル
に
移
り
、
鼎

,へ

中し

ゴ
ー
ル

　
ｊ
ｌ
Ｉ

．
沁

中
央

努
専

前-

-

｜

リ

り

　｜

り
り

り
ス
ク
ラ
ム

1

ヽ

ラ
イ

ら努

り

返
し
岩
中
好
防
に
努
力
し
た
が
努
専

四フ

‐
－
‐

ビ
－
一

‐
・
－
・
』

㎜|X

□，

春
の

t
!
:
!
.

‐
ｇ
ｐ

委
ｌ
ｌ
Ｉ

Ｉ
ｓ
Ｉ
Ｉ

;゛

41

我
が
ラ
グ
ビ
ー
部
は
昨
年
の
祭
Ｍ
を
再
び
診

ん
と
ぬ
‥
の
ｆ
太
陽
の
下
で

岩
手
公
園

猛
練
習
を
続
げ
、
派
と
汗
に

た
此
の
腕
を
持
っ
て
戮
毎
に

・
Ｗ
に
於
て
は
、

よ
り
積
み
重
ね
ら
れ

Ｉ
Ｉ
μ

Ｆ
り
Ｆ
わ

す
。

昨
年
の
辺
手
を
仝
部
包
り
出

し
た
後
の
餌
振
れ
と
し
て
は
、
倣
辿
僣
格
小
躯
の

四
年
の
・
原
・
ｒ
ｌ
・

り
４

の
セ
ン
タ
ー
、

三
年
延
齢
君
の
名
フ
ツ
カ

‘
Ｐ
・
Ｉ
Ｑ

’
－
４
・

１

強
力
の
四
年
佐
々
木

・

頑
張
り
必
い
三

　
▲
二
十
気
分
替
専
陣
二
十
ヤ
ー
ド
ス
ク
ラ
ム
の

球
を
娶
専
Ｆ
・
ｎ
に
パ
ス
せ
ん
と
し
て
失
し
、
岩

中
其
の
球
を
つ
つ
か
け
て
ド
リ

村
君
中
央
に
お
さ
へ
て
ト
ラ
イ

石
申
）

　
▲
役
牛
　
十
二
分
岩

を
讐
専
良
く
ホ
ヰ
ー
ル

専
６
１
９
岩
中
）

▲
二
十
六
分
岩
中
陣
五
ヤ
ー
ド
澄
で
７
。
ク
ラ
ム

を
再
三



乃

押
し
猛
／
Ｘ

な
り
－
１
ｎ

再
Ｉ
‐
‐
ｌ

μ
７

　●.･=　臼

　--i－
　辱

.・･･ら、

９３

此
4/ノ

つ

た

　Ｕ

．皿- －

乙

ス
ク
ラ
ム
ト
ラ

中
心
逍

に
岩

イ
を
乖
ぐ
（
讐

中
敗
れ
る
。

０ ;ｌ

｀･－Ｙ･ｓ゛

岩
中

琉
で
日
常
の
努
力
の
不
充
分
な
る
を
知

岩
中
到
盛
中
戦

五
月

十
Ｈ

▲前
半

敵
陣

ゴ

前

の

１

心於

土

！
ｉ
Ｉ

１

jil

ll

ＩＩｒ

グ
ラ

始
よ
リ

ン

ド

心

勇
気

百
倍
し
ぐ
／
り

ル
前
に
接
近
し
涅
に
七
分
盛
中
ゴ

ラ
イ
ン
ア
ウ
ト
の
球
を
岩
中

蔀
村

１

Ｉ

ｌ

間
〃

W

１

▲
九

菅
？
ｒ
剛
Ｊ

1●

ト
ラ
イ

分

盛
中

Z
j
‐

・
１ １
’
．
７
．

１□

と

１
４
１

Ｉ

　
　
Ｉ
Ｉ

・
Ｉ

:1;?

ly

l

Ｉ
１
哺
Ｉ

Ｉ

●

ＶＩ

の
パ
ス

０
盛
中

そ
ツ
ク
オ
フ
に
よ
り
猛

込
み
し
が
、
岩
中

ｙ
Ｉ

・
Ｗ

1.J!

く
キ

くｌ

ル

が
得
て

鮮
か
に
右

X､。/然
と
消
び

ヤ
ツ
チ
し
敵
陣

二
十
ヤ
ー
ド
優
に
ｔ
ｎ
ム
逗
し
、
其
の

一
氾
し
Ｉ

方
側
の
試
介
と
た

イ
ム
と
な
る
。

Å
後
牛

－
～
Ｉ
會
畳

μ
汗
．
Ｈ
－

前
半
と

リ

同

じ

復
元
に
一
泡

涅

に

_｡ぺ

ｌ

く

冶
よ
り

フ
イ
タ

押
し
ミ

I.ゴ

分
に
し
て
盛
中
元
ヤ
ー
ド
燈
に
て
ス
ク
ラ
ム
を
組

み
球
は
盛
中
に
出
て
右
Ｆ
・
Ｂ
に
．
パ
ス
せ
ん
と
し

た
1

ヽ

Ｓ
ｊ
ｌ

Ｊ
一
μ

失
し
岩
中

ラ
ー
・

コさ

｜

ＩＩ

●

ｌ
ｊ
ｌ

ル
成
ら
ず

蔀
村
君
拾
っ
て

穴
い

IV】

一

－

１

「

１

Ｏ

盛

中

心

▲

㎜.j

皿=･.J

十

九

分

総

陣
二
十
五
ヤ
ー

Ｆ

・
Ｅ
よ
り

Ｉ
ル
茂

　
　
Ｊ

‘
‐
‐

y

il木

・
－

Ｊ
‥
Ｈ
Ｉ

ド
擾

Ｉ
、
″
ｉ
｀

‘
R

4
;
1

」
晦
の

大
S

i
i
i
1

!
＆
Z
;
S
r
7勿４

凄
く
ｌ

－

１

１

ぷ

I==1

の
ル
ー
ズ
の
球
を
惑
中
拾
ひ

Ｃ
強
引
に
走
っ
て
中
央
に
ト
ー
フ
イ
ゴ

ら
ず

ら

　岩
　中

心
６３

メ
ム

々
原

Ｉ
や
ａ

侶

・

―
．
１
｀
‐
‐
｀
　
゛
Ｉ
Ｉ
’

μ
河
．
Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

バ
ー
左
の

蔀
谷

■
ｌ
ｌ
■

１
り
’

J

４
７

1

.

1’

U
4
1

i゛.

_●.
　
　
ｌ

ｑ
ｓ
“

Ｓ

ｎ

・

力
川

絹
小
犬
阿

ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ

ｙ’
Ｉド．

は
柴
冠
を
ＱＪ
Ｊ

七
月
・

ゝ

１

ゝ

ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

盛

中

X.ﾉ

-s､/~゛

　盛

　中

ジ

Ｉ

の
た
め
惨
敗
し
た
。

▲

乍･

扱

零

り
ｌ

田
山
手
田

相
若
川
太

―

rli

●

I；

F｀

W･

・
｜

１

河

･1

力
、

岩
中
乙
・

回
申
良
く
頑
張
り

先

田

合
を
行
っ
た
。

▲
夜
中
に
於
い
て
は

蔀
１Ｉ

″
』
Ｉ

Ｉ

ド．

恢
汗
紡
品

蹴
に
開
始
し

Ｚ
土
岐
の
試

の
疲
必
が
現

れ
て
来
た

で
岩
中
３

の
か
次
第
に

｜

元
気
な
く
結
肩
肘
力

土
岐
工
場

(岩中)に良

1々木
―
―

μ
目

・

1
3
土
晦
と
な
ｕ
’
敗
れ
る
。

ら
103

藤
谷
渫
江

．
Ｉ
、
．
．
ユ

S

r
j
…
j
円み

応
‘

合
　
宿

　
Ｘ

μ
り

記

コ
ー
チ
し
て
戴
い

い
紬
習
を
し
た
。

ら午

前

心

リ
十
二
時

朝
迄
練
習
。

　
（
午
後
）

練
治
し
、
穴

ル
の
一
原
で

申

-･一
時

一
ｌ
ｄ

ｌ
・
ｌ

ｎ
Ｈ朝

０３
←

岩
中

田
川
手
田

の

相
若
川
太

―

ｓ
ｚ
ｉ

Ｉ

Ｔ．

一
ｒ

Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ

Z

卓
／
Ｉ

1lj

=J-a
-.&●

時

堅
リ
ｎ

r
¥
4

ｙｌ
Ｉ
Ｉ

差田蔀ｔ
ｌ
‐
ｊ

ｌ

ド．
Ｉ
Ｉ

も1

い
気
持

の

淀
し

よ
り

九
時
よ

燈
ホly

J｡｡

ノヽ4
イT7、

Ｕ
乖
Ｕツら

ら`
い
汰１．●
-

λ.I

’

.1

部

“
ｙ

ｓ
ｚ
‐
’

7
‘
|
／
ｉ
・

Ｘ
’
Ｖ
Ｉ

Ｉ
－

六
時
起牛
床

牛
夕
食
し

八
時
半
頃
ｙ
｛
り
仕
度
し

㎜

他
村
野

り
り
？
詞

蒜

ｇ
“
Ｉ
ｌ
ｙ

pく

菅
ｔ

/B
ｒ
ｌ１

　
夏
季
休
暇
を
利
川
し
て
七
月
二
十
七
日
よ
り
一

週
間
日
読
小
學
校
に
於
て
炎
熱
照
り
輝
く
太
陽
の

下
で
汗
み
ど
ろ
の
練
習
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又
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